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中で待つようにいった。そして船長以下全員が上陸した。
文久三年九月二十一一一日（一八六一一一・一一。四）の午前八時ごろのことである。イギリスむけのお茶を積み込んだ、’’’百トンほどの小
さな帆船「ペガサス」勺の闇の巨⑩号は、ようやくロンドン港の埠頭に到着した。税関や入国の手続きがすんだとき、船長ポアースは一一
人の東洋人にむかって、あとからジャーディン・マセソン商会（］匹己】口のご口岳の②○口○・）の者が迎えに来るはずだから、しばらく船
化
学
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長
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ウ
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〔筆者によるスケッチ〕であった。両人は船長の言いつけどおり、迎えの者が来るのを待っていたが、
正午になっても何んの音さたがないので、だんだん不安になってきた。
ペガサス号が着港したのは午前八時ごろのことであり、二人の日本人はまだ
マゲを切り落し、だぶだぶの古洋服に大靴をはいている東洋人は、この年の
五月中旬（陰暦）、横浜から密出国した五名の長州藩士のうちの二人、
し
ゅ
ん
す
け
伊藤俊輔（のち博文、一一一一歳）
井上聞多（のち馨、二八歳）
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朝食をとってはいなかった。やがて刻々と時がたつにつれて腹がへってきた。
食物を求めに上陸したいのは山々だが、そんなことをして不在中に人が来ぬともかぎらない。そこで井上は、そこもとかおれのいず
れかが食物を買求めに上陸することにしては、と伊藤に謀った。すると伊藤は、空腹のため歩行にたえられない、といい、辞した。
井上も腹がへっていたので、食物を求めて街中を歩きたくはなかった。だれが往く往かないで争っていたとき、ペガサス号の上級乗
組員（士官）が一人、忘れ物があって船にもどってきたので、井上はその者を呼びとめ、飯屋へ連れていってくれないかとたのんだ。
士官は快諾した。井上はその者のあとにしたがって下船した。テームズ川（港内）のここかしこには無数の蒸気船や帆船が碇泊して
いた。陸上には、石やレンガ造りの大小の建物や工場などがところせまいまでに立ちならび、そのエントッから黙々と黒烟があがって
（１） 
いた。汽車は諸方に快走し、街路では人や馬車が引きも切らず往来していた。井上はその繁華の盛況ぶりを見て、ぼう然となった。
襲夷の念などは、たちまち消散し、その痕跡をとどめていなかった。ふなれな洋行者が、ロンドンのような繁華雑沓の町で案内人を
櫻夷の念などは、たちまち消散し、その痕叶
見失しなったら、行路に迷うにきまっている。
井上は、まず帰路をしっかり覚えておかねばならぬと考えた。かれは手帳を取りだすと、それに地図を描きながら士官の跡を追って
行った。が、ときどき通行人と体がぶつかり、叱吃せられることもあった。
千五、六百メートルも歩いたであろうか、二人は一軒のレストランにたどり着いた。士官はこの日本人のために何やら食事を注文す
千五、六百メートルも歩いた一
ると、別れをつげて立ち去った。
もとよりそのレストランは、１
と紅茶であった。これらはありきたりのイギリス式朝食であり、けっして上等な食事とはいえなかった。
て給仕が運んできたものは、
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井上は直ちにテーブルにつくと、どんなものが出てくるか、心待ちにまった。やが
（２）１０７ 
化学者ウィリアムソン
五人の日本人はジャーディン・マセソン商会の支配人ヒュー・マセソンの世話により、それぞれイギリス人の家庭に分宿することに
なった。
の一語が、彼我の意思にそごをきたしたからであろう、といって皆々大いに笑った。
一行五人は、無事ロンドンに着いたからには、留学の成果をあげなければならない。
井上は手帳に描いた地図をさか様にすると、そこに記されたとおりに帰路をたどった。けれど何度も道にまよい、あちこち俳梱せね
ばならず、あげくの果ては誤って税関の構内に入り、警備員の叱責をうけた。井上は不注意を謝して事情を告げると、税関の役人は案
内人をつけてくれたので、井上はようやくペガサス号に戻ることができた。
伊藤は井上のすがたを見るや、かれが携えてきた食物をうけとった。そして早速舌鼓を打ちながら食べた。
午後二時ごろ、ジャーディン・マセソン商会から一人の男（ヒュー。Ｍ・マセソンか）が迎えに来た。伊藤と井上は、その者に案内
スクウエア（２）
されて、汽車に乗ると、アメリカ広場シ日の１８口のロロロ『のという所にあるホテルに着いた。
ここで思いがけなくも、両人よりおくれて上海を出帆した、野村弥吉・遠藤謹助・山尾庸三の三人のすがたを見い出したので、歓喜
の
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、
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。
それから伊藤のために、」
帰路はまた心配である。・
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。
まず英語を学び、英書を習読する方針をたてた。
そ
の
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「ナビゲ１ション」
しかし、井上は空腹であったから、それでも満足して食べた。
それから伊藤のために、持ち帰り用の朝食を注文し、勘定を求めたところ、その価いが高いのにびっくりした。
帰路はまた心配である。レストランに来るまでは案内人がいたから、その跡をついてゆけばよかったが、こんどはまったく一人で船
お互い抱擁して無事の再会を祝した。
それぞれ船中生活の銀難について語り、このような辛苦をなめたのは、
け
れ
ど
何
度
も
道
に
ま
よ
い
、
あ
ち
こ
ち
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せ
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意
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伊藤ら三名が寄宿したＡ・ウィリァムソン教授は、当時「ユニヴァーシティ・カレッジ」（一八二六年創設のガワー街にある大学）
の化学教授であり、かたわら「イギリス協会」の会長でもあった。
クーパー○・・円『とは、どのような人物なのか明らかでない。おそらく大学関係者ではないとおもわれる。また下宿を周旋したヒュー。
（３） 
マセソンという人は、なかなか親切な人であり、五人の生活の面倒か宮ｂ勉学の相談にも乗ってくれたという。
（４） 
五人のうち、少しばかり英語が話せたのは野村弥圭ロだけであった。異国で生活をはじめるにあたって、諸事かってがわからず、まご
ついたことと思われる。が、日本人は洗たくはどのようにすべきか、靴はどこで買ったらよいのか、何くれとなくマセソンに相談した。
ロンドンでの生活が緒につくや、五人はまず英学の修業に専念した。日本からもってきた英和辞典（『英和対訳袖珍辞典』文久二年
刊）を唯一の指針とたのんで、日夜勉強にはげんだ。日を経るにつれて、英語も進歩し、英字新聞も辞引をひきながら、わからぬとこ
ろは下宿の主人夫妻に質問したりして、閲読につとめた。とりわけ注意を払ったのは、日本についての記事であった。
五名の日本の青年たちの生活や教育になにくれとなく指図、便宜をあたえ、イギリス風の作法まで教えたのは、ウィリアムソン教授
とその妻であった。ウィリァムソンについては、従来どのような人であったのか、よくわかっていなかったが、近年同人と薩長の密航
留
学
生
と
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か
か
わ
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わたしは久しくウィリァムソンに興味をいだきこんにちに至っているが、先年の夏、ロンドンにおいて少しフィールドワークをおこ
ない、若干の資料を得たので、その人物像について描きたくなり、筆をとったのが本稿である。
鎖国時代、日本人が海外の教育機関でまなぶということは夢物語であり、ふつうでは考えられないことであった。が、幕末になると、
伊藤、野村、遠藤……ロンドン北西部プロヴォースト街勺『ｏぐ。異”○且のアレキサンダー・ウィリアムソン教授宅
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（４）１０５ 
化学者ウィリアムソン
留学生の人選はきまったが、」
横
浜
に
お
も
む
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ア
ベ
ル
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Ａ
：
談し、かつ費用について調べた。
諸外国の圧力と擢夷が曰ごとに高まりをみせはじめたのは文久年間（一八六一～六四）であったが、文久三年（’八六一一一）一一一月、長
州藩は朝旨を奉じ、擢夷の準備に着手し掴・けれど同藩の尊擢改革派の指導者周布政之助（一八一一一一一～六四）は、壊夷が勝算がないこ
す
ふ
とを見とおし、早くから外国にたいする策を立てる必要性を考慮していた。
長州藩の開明派は、外国と対時し、富国強兵をはかるには、海軍力を強化し、かつ武備を充実せねばならないと考えた。それには伝
習生（学生）を外国に遣って西洋事情をはじめ海軍諸術や学術一般をまなばせるのが良策と判断され、イギリスへの渡航が藩庁に容
れ
ら
れ
、
つ
い
で
藩
主
父
子
の
上
罰
に
達
し
た
。
社会のたががゆるみ、また混乱に乗じて、大胆不敵にもイギリスに渡り、その地にある学校に身をおいて学術や技術を学ぼうとした者
がいた。
ガワーはすでに伊豆倉商店（大黒屋横浜支店）の支配人である佐藤貞次郎より事情を聞いており、横浜から上海にむけて出帆するジ
文久三年五月、表むきは本人の意志で本国を脱出したというかたちをとることにし、伝習生五名の人選がおわった。
伊藤俊輔二八四一～一九○九、のち博文、二十二歳）
よ
う
ぞ
う
山尾庸一一一（一八三七～一九一七、一一十六歳）
８
人
す
げ
遠藤謹助（一八一一一六～九一一一、一一十五歳）
ま
さ
る
野村弥吉（一八四一一一～一九一○、のち丼上勝、一一十一歳）
志道聞多（’八三五～一九一五、のち井上馨、二十八歳）
の開明派は、外国と対時し、富国
正）を外国に遣って、西洋事情一
ついで藩主父子の上聞に達した。
江が、旅費と滞在費にどのくらいの金が必要になるか推算できなかった。そこで志道の意をうけた山尾庸三が
。Ａ・Ｊ・ガワー（もと江戸のイギリス公使館の第一補助官、のち箱館領事）と会い、渡航の手続について相
（’八六三）三月、長
壊
夷
が
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算
が
な
い
こ
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（６） 
ヤーデイン・マセソン商会の持船チェルスウィック号に、一行五名を乗せるよう手配した‐と語った。
またガワーは、船賃と学費に数千両を要するが金のほうはだいじょうぶかとたずねた。山尾は、費用が意外にも多額であったので当
（７） 
惑してしまい、費用のことはあとで打ちムロわせすることにして、そのまま辞去した。
五月七日、こんどは志道が横浜におもむき、ガワーと会見し、渡航の世話の礼をのべたのち、改めて諸経費についてたずねた。する
と、船賃にくわえ、ひとり一ヵ年イギリスに滞在すると千両はかかる、ということであった。五人ならば五千両になると答えた。
上孕首ま、そＤあまりこ高頚なＤにおどろいたが、その費用はかならず用意するので、渡航の手続を進めてほしい、といい、約束実行
五
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ー
と、船賃にくわえ、ひとり一ヵ年イギリスに滞在すヲ
志道は、そのあまりに高額なのにおどろいたが、シ
のかたにガワーの目のまえに、腰の刀を差しだした。
一行五名が、藩主の手許金から洋行費用としてもらったのは、一人二百両であった。ここで五千両もの大金を用意せねばならぬこと
になった志道らは、同行者たちと協議をこらした。折から麻布藩邸には、武器購入資金として一一万両ほどあったので、御用商人・伊豆
倉商店（榎本六兵衛）に、その資金を抵当にして、一時費用を融通してもらってはどうかといった案が浮上した。そこで志道が兵学教
授の村田蔵六（のち大村益次郎）を訪ね、事のしだいを打ちあけ相談した。
付丑ははじめ大いにためらったが、一同の決意にうごかされ、周布政之助に相談した結果、ついにこれを引きうけた。伊豆倉商店に
謀ったところ、融資の同意もえることかできたく
かくして洋銀引替のことは、伊豆倉商店の支配人に依頼し、金五千両をガワーに寄託した。ガワーはそのうちから船賃を支払い、小
づかいを渡航者に渡したほか、すべて為替にてロンドンへ送付することにした。また一行五名は、ロンドンに着いたら、ジャー一ナイン。
（９） 
マセソン商会をたずね、身の振り方について相談するよう、親切な指図を》つけた。
文久三年五月十一百（一八六三・六・二七）の夜ｌ渡航者一同は、横浜太田町の佐野茂に宴を張り、村田蔵六や佐藤貞次郎らを招
侍 村田ははじめ大いにためらったが、一同の決幸（８） 
ったところ、融資の同意も一えることができた。
し別れをつげた。
そのとき伊藤俊輔は、つぎのような歌をよんだ。
（６）１０３ 
化学者ウィリアムソン
志道は、上海において実見した景況をくわしく手紙にしたためると、それを周布政之助に送った。周布はその書簡を一見するなり、
（旧）
士心道が日本をたってわずか四、五日にして穰夷の所信をすてたことを知った。
エウオ（旧）
一行は河岸通りに上陸すると、まずジャーディン・マセソン商〈雪（「怡和」）の上海支店に行き、支配人ケズウィック（横浜にいるＷ・
ケズゥィックの実兄）と会い、ガワーの添え状をわたし、ロンドンにおもむく船の世話を依頼した。同人は紹介状を一読したのち、日
本人にむかっていろいろ話しかけたが、誰ひとりその意を十分に解することができなかった。
運上所の役人が、船が出港するまで船内に
上を航行していた。このとき五人は、はじめ一
横浜をたって五日後、｜行は上海に着いた。
景をみて深く感じるところがあった。かれはえ
のぞめず、衰亡を招くにちがいないと思った。
の案内で、
か
く
し
た
。
身をつつんだ。
（⑩） 
午後十一時すぎ、一同はジャーディン・マセソン商会の社員Ｗ・ケズウィック宅におもむくＬ」、しばらくそこにひそんだ。のちガワー
案内で、その裏手海岸より小蒸気船にのり、沖に碇泊しているチェルスウィック号にむかうと、それに乗り移り、すぐ石灰庫に身を
送別の宴がおわると、渡航者たちは伊豆倉の支店である、佐藤の住居におもむき、その一室において、醤を切りおとし、ポロ洋服に
ますらを（りっぱな男子）
は
じ
を
し
の
び
て
ゆ
く
た
び
は
す
め
ら
み
く
に
（
皇
国
）
の
た
め
と
こ
そ
し
れ船が出港するまで船内にいたからである。その後、チェルスウィック号は抜錨すると、港を出、夜が明けるころ洋
（Ⅱ） 
このとき五人は、はじめて石炭庫を出、下級船員の部屋に移った。
小
ア
ン
プ
ー
チ
ヤ
ン
後、｜行は上海に着いた。士世道は黄浦江に浮かぶ数百隻の艦船や、陸上に立ちならぶ洋館群など、その繁華な光
ぴ
ゆ
う
け
ん
と｝」ろがあった。かれはそれまでの迷夢からさめ、懐夷の謬見をすて、開国の方針をとらねば、将来国運の隆盛は
の
102（７） 
志道は『英和対訳袖珍辞典』によって、目ぐ碕昌・ロ（〃航海術”の意）という一語だけは暗記していたのであるが、渡英の目的は
”海軍（目ご）を研究するにある“というべきところ、英語が話せないために、うっかり「ナピゲーション」といってしまった。
志道が舌足らずに「ナビゲーショピといったばっかりに、ケズゥィックは日本人は航海術を実地に学びたいのであろう、と早合点
か
こ
く
し
た
。
そ
の
後
の
五
名
の
日
本
人
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待
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う
け
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、
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中
で
の
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酷
な
取
り
あ
つ
か
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あ
っ
た
。
ケズゥィックは、とりあえず五人をロンドン行の貨物船二隻に振りわけ、それぞれの船長に、かれらは航海術を学ぶために洋行する
者たちだから、船中では実地作業を教えてほしい、といった。五人はつぎの船に分乗した。
す
る
こ
と
に
し
た
。
ｌ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
劃
ン
と
い
う
一
語
を
発
し
た
。
五
人
の
な
か
で
多
少
英
語
が
わ
か
る
者
と
い
え
ば
、
か
っ
て
権
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
の
話
に
耳
を
か
た
む
け
た
後
、
志
道
に
む
か
っ
て
、
Ｉ
ケ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
の
い
う
所
を
察
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
は
津
すると志道は、
と語った。
ケズゥィックは、このことばを聞くや、五人の目的というのは航海術を学ぼうというのであろうと理解し、その意志でかれらを世話
ペ
ガ
サ
ス
号
が
ま
ず
出
帆
し
、
そ
れ
か
ら
約
十
日
後
に
こ
ん
ど
は
ホ
ワ
イ
ト
・
ア
ダ
－
号
が
出
港
し
た
。
帆船ペガサス号勺の恩のロの（約三○○トン）………………………伊藤、志道
帆
船
ホ
ワ
イ
ト
・
ア
ダ
ー
号
乏
曰
扁
シ
＆
の
『
（
約
五
○
○
ト
ン
）
…
…
野
村
、
遠
藤
、
山
尾
（二四『一ｍロ毬○口）
（Ⅱ） 
わ
れ
わ
れ
は
い
か
な
る
ロ
ロ
的
で
イ
ギ
リ
ス
に
渡
海
す
る
の
か
と
尋
ね
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
て
箱
館
で
す
こ
し
英
語
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
、
野村弥吉だけであった。かれは熱心にケ
（８）１０１ 
化学者ウィリアムソン
ペガサス号は、上海を出帆して以来、どの国の港にも寄らず、ひらすらロンドンへ直航した。港に入港するといろいろ税金がかかる
ために、寄港しなかった。飲料水は、雨水をたくわえて用いた。
やがてインド洋を過ぎ、マダガスカルから喜望峰にむかうとき、大きな風浪が起こり、わずか数百トンしかないペガサス号は、木の
葉のようにゆれた。大きな浪を上りおりする船に乗っている伊藤らは、生きている心地がなかった。
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
伊藤らは、水夫たちから「日本人」とはよばれず、「ジャニー」とよびすてにされ、軽蔑された。かれらは昼間、水夫仲間から聞い
た英語をおぼえておいて、仕事のひまのときに、携帯する『英和対訳袖珍辞典』によって、その意味を知ろうとした。また夜になると、
甲板のうえに伏せてある、救助ボートの上にすわると、郷里のこと、同志の身のうえに思いを寄せながら、語り合った。
船中での慣れぬ食事に、伊藤は腹をこわし、下痢をした。ペガサス号には、水夫用のトイレがなかった。だから用便のさいは、舷側
に取りつけてある横木をまたぎ、その上で用をたさねばならない。しかし、風が起ったとき、激浪のために体ごと持ってゆかれる危険
ペガサス号の船長は、伊藤らが航海術研究者と思いこみ、水夫同様に使役することにした。
上海を出帆してインド洋に出るまで、風の方位はときどき変わるのであるが、そのつど帆の方向を変える必要があった。ペガサス号
の船長は、伊藤らを容赦なくしごいた。帆のあげおろし、甲板の掃除、その他の雑用のすべてをやらせた。
二人は横浜を発ったとき、船客気分であったが、上海からは天国から地獄に落ちた人間さながら、世の辛酸をなめた。伊藤らは、わ
れわれは船賃を払って乗った船客である。このような苦役にしたがういわれはない、とふんまんをもらし、抗議した。が、いかんせん
（旧）
’一一苣葉が通じず、一介の水夫の労役に甘んじねばならなかった。
船中でだされる食事は粗末なものであった。
が
主
食
で
あ
り
、
紅
茶
用
の
茶
わ
ん
は
、
把
っ
手
の
つ
い
た
ブ
リ
』
お茶に入れる砂糖は、いちばん下等の赤砂糖であった。
か
た
堅
パ
ン
［
ビ
塩
づ
け
牛
肉 ［ビスケット］
と把っ手のついたブリキ製の罐であった。
100（９） 
そのため伊藤が用をたすとき、井上はかれの体をロープでしばり、その端をマストに結びつけ落ちないようにした。その困難の状は、
（冊）
筆舌のよく尽すところでなかった、という。しかし、船が喜望峰をすぎ、大西洋にはいったころ、伊藤はようやく航海にもなれ、体も
がある。
回復することができた。
他方、ホワイト・アダ－号にのった後発の野村、山尾、遠藤らのことであるが、かれらも伊藤らとおなじように航海中、下っ端の水
（Ⅳ） 
夫のようにこき使われたのである。ともあれ長州の五名の密航留学生は、一八六一二年十一月に無事ロンドンに到着した。
その後の五人の動向については、先にふれた通りであるが、まず世話人のウィリァムソン教授に引き合わせられ、ついで分宿するこ
とになった・言葉やイギリスの風俗習慣には、とまどいを感じることが多かったと思える。しかし、ウィリァムソン教授は、日本人に
と
に
な
っ
た
。
言
葉
や
イ
ギ
リ
ス
の
風
俗
習
蝿
とってひじょうに有益な人物であった。
Ｊ・ハリスとＷＨ・日・プロ；共著の「ギィーセンからガーワー街へＩアレクサンダ「・ウィリァム・ウィリァムソン（一八
一一四～一九○四）の伝記のため四」は、五名の日本人について、つぎのような記事をかかげている。
ところで後に薩摩藩の密航留学生十七名の世話をするウィリァムソン教授とは、どのような人物であったのか。いまその人となりに
ウイリアムソンは、科学・数学およびその他のテーマについて、日本人に個人的に教えただけではない。じぶんでかれらをさまざまな産業の
中心地に連れて行き、鉄道工学、鉱山、造船、測量、製錬その他の産業について学ばせた。日本人はさらにつごうのよいことに、ウィリァムソ
ン夫人から親切にされた。彼女は日本人を家族の一員として遇しただけでなく、かれらのイギリス滞在を満足できるものにすべく最善を尺へし、
ン夫人から親切にされた。彼女は日本人一
また英語を教えることにひとはだぬいだ。
留学生たちは驚くほど速く英語が上達すると、またたく間にイギリスの産業や商業についての知識を十分に身につけた。かれらはその知識を
（川）
やがて祖国の発展のためにうまく生かした。
＊ 
(１０）９９ 
化学者ウィリアムソン
ウィリァムソンは、子どもの時分から身体がじょうぶではなかった。弟のジェームズがすでに子どものとき亡くなったことから、両
親は成人まで生きないと考えていた。だから少しでもじょうぶな体にしようとの配慮から、子どものとき〃ロバのミルク“を飲ませた。
しかし、生長するにつれて健康になっては行ったが、十五、六歳になるころ、体の各部位にさまざまな故障が出てきた。まず目が問
題だった。右目はほとんど使いものにならず、また左目は極度の近視であった。おまけにひじの硬直により、左うでがきかなくなって
いた。身体的な障害があったので両親は息子の能力を、高く買わなかった。じっさい学業のほうもあまり振わなかった・
ウィリァムソンが六歳になったとき、父はケンジントン（首都自治区のひとつ、いまのケンジントンチェルシー）のライト小路に、
大きな庭のついた家を購入した。ウィリァムソンはこの家から「ケンジントン・グラマー・スクール」に通った。
やがて父は、東インド会社を退職すると、年金生活に入った。その後、一家はイギリスをはなれ外国でくらした。はじめはパリで生
活し、のち一ナィジョン（フランス中東部の市）のちかくに転じた。ウィリアムソンはディジョンのコレージュに転学し、のち冬になる
とヴィースバー『ナン（ドイツ中部の保養地）の語学校に入り、ドイツ語を学んだ。
父親は、東インド会社」
く、だれからも愛された。
ウィリァムソンは裕福な家にうまれた。父のアレクサンダーは、スコットランド北東部の町エルギンの出身であり、子どものころロ
ンドンにやって来た。’八一一○年、商人ウィリァム。マツクァンドリュの娘アントニアと結婚し、子供を一一一人もうけた。
（卯）
ついて素描してみよう。
次長長
男男女東インド会社に勤務する書記であった。母親についてはよくわかっていないが、気転のきく魅力に富んだ女性であったらし
アントニァ。ヘレン（一八二二年生まれ）
アレキサンダー。ウィリァムソン（一八二四年五月一日生まれ）
ジェームズ（生没年不詳、天折）
9８（１１） 
などの講義に出席した。
テイーデンマン教授は、かなり齢がいっており、講義そのものは退屈であった。一方、グメリン教授の化学の講義や実験には生気が
感じられ、大いに興味を覚えた。教授の人柄もよく、学生に親切であった。ウィリァムソンは、ますます化学に傾斜して行った。
グメリン教授に、医学をやめて化学を専攻したい、といった希望をのべると、君は体にハンディキャップを負っているから、化学者
としての成功はおぼつかない、といわれた。父親にも相談したが、大反対であった。当時、化学者のイメージはすこぶる悪いものであ
り、そこから連想されるものは、鮮明な色のついたピンが並んだ商店のショーウインドーであった。ましてゃ生計のために化学を選ぶ
者はいなかったし、教える職場もすくなかごたく
けれどウイリアムソンの決意は堅かった。かれが化学者になることに反対したグメリン教授は、教え子の鉄の意志を知ると、母親に
手紙をかき、息子がきっと立派な化学者になれることを請け合った。恩師の手紙が効を奏し、両親が折れた。その後、ウィリァムソン
は、活気を取りもどし、いっそう化学の勉強に精を出した。
かれはグメリン教授の講義に出席し、毎日実験に取り組んだばかりか、化学全般についての基礎的な文献を幅ひろく読んだ。ハイデ
ルベルクで一一一ヵ年間、化学の勉強の基礎をみっちりと修めたウィリァムソンは、さらにそのうん奥を極めるために一八四四年の春、ギ
イーセン（ドイツ中西部、フランクフルトの北に位置する町）にむかった。
当時、ヨーロッパの化学教育と研究の中心といえばギィーセンであった。ウィリァムソンはこの大学町で二ヵ年すごし、この間にユ
ストウス・フォン・リービッヒ教授（一八○一一一～七一一一）に師事した。下宿先はドイツ文学を教えるヒレブラント教授宅であり、同夫妻
八四一年１１１ウィリアムソンは、ハイデルベルク大学の学生となった。父の希望を容れて、医学を修めることにした。かれは
そこから連想されるものは、鮮明な色の。
いなかったし、教える職場もすぐなかった。
フリードリヒ・ティーデマン教授（一七八一～一八六一、解剖学、生理学）
レオポルド・グメリン教授（一七八八～一八五三、医学、化学）
こ
の
間
に
ユ
リ
、
同
夫
妻
(１２）９７ 
化学者ウィリアムソン
一八四九年の初頭、ウィリァムソンはスコットランドの著名な化学者トマス・グレアム（一八○五～六九、”グレアムの法則〃で有
名）とパリにおいて面識を得、その折「ユニヴァーシティ・カレッジ」の分析的、実用的化学の教授職に空きがあることを知った。
ウィリァムソンはグレァムをはじめ、恩師たちの推せん状を取りつけると、教授職に応募した。当局はかれが身体に障害があること
を理由に採用をしぶったが、’八四九年六月十六日けつきよく前任者のジョージ・フォーンズのあとを引き継いで、実用化学の教授に
就任した。ときに一一十五歳の若さであった。ウィリァムソン教授は、講義室や実験室においても熱心におしえ、いつも新しい面、新し
会」で発表した。
一八四六年八月、ウィリァムソンはギィーセンをあとにするとパリにむかった。かれがパリに遊学しようと思い立ったのは、ジョン・
スチュァート。ミル（一八○六～七一一一、イギリスの哲学者、経済学者）の勧めによったもので、パリにいる著名な学者オーギュスト・
コント（一七九八～’八五七、フランスの数学者、実証主義哲学者）について数学を学ぶためであった。パリには一一一カ年滞在し、夜に
なると週に数回コント宅を訪れ、数学や実証哲学などを学んだ。またフラン・ブルジョワ街八番地の住居に私的な実験室をつくり、エー
テル化、アミドを直かに酸化させて尿素をつくる方法などを研究し、それらについて一八四七年にベニスで開かれた「イタリア化学学
からは何くれとなく親切にされた。ウィリァムソンはギィーセンでも勤勉な学生であった。が、勉学だけにかまけていたわけではない。
ときには散歩やピクーーックやダンスなどに出かけ、気晴らしをした・
ギィーセンに来て間もないころ、かれは実験所で定性分析やヨウ素の酸化物、さらに電気についての研究に従った・研究の成果は、
『ロンドン化学協会紀要』に発表された。
シ
ア
ン
「青素１｛」鉄の青い化合物について」
「オゾンに関する実験」
「塩素による酸化物と塩の分解」
9６（１３） 
い
方
法
に
学
生
の
目
を
む
け
さ
せ
、
紋
切
り
型
に
く
り
返
す
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
一
八
五
四
年
の
初
頭
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ソ
ン
は
ユ
ー
ー
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
比
較
文
法
学
の
教
授
ト
マ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ウ
ィ
ッ
ト
・
ケ
イ
の
三
女
ケ
イ
と
ロ
ー
ド
婚
約
し
、
翌
年
八
月
に
結
婚
式
を
あ
げ
た
。
新
婚
旅
行
に
は
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
に
お
も
む
き
、
帰
国
後
は
プ
ロ
ヴ
ォ
ス
ト
街
（
ロ
ン
ド
ン
の
北
西
部
）
に
小
さ
ロ
ー
ド
い
家
を
見
つ
け
、
そ
こ
を
新
居
と
し
た
。
一
八
六
四
年
ご
ろ
、
夫
婦
は
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
の
フ
ェ
ロ
ー
ズ
街
に
移
転
し
た
。
そ
の
後
の
か
れ
の
生
活
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
教
師
兼
行
政
官
で
あ
っ
た
。
ユ
ー
ー
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
法
文
学
部
長
を
つ
と
め
、
同
カ
レ
ッ
ジ
の
理
学
部
の
創
設
に
力
を
つ
く
し
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
化
学
学
会
の
会
長
を
二
期
つ
と
め
、
英
国
学
士
院
の
会
員
に
も
選
ば
れ
た
。
か
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
化
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
長
州
や
薩
摩
の
密
航
留
学
者
に
関
す
る
記
録
は
、
戦
前
ま
で
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
多
く
は
第
二
次
大
戦
中
の
ロ
ン
ド
ン
空
襲
に
よ
り
失
な
わ
れ
た
ら
し
い
．
『
イ
ギ
リ
ス
と
明
治
日
本
と
の
出
会
い
’
一
八
六
八
～
’
九
一
二
』
の
著
者
で
あ
る
オ
ー
（型）
ブ
・
チ
ェ
ッ
ク
ラ
ン
ド
は
、
「
戦
災
に
よ
り
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
各
カ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
記
録
は
断
片
的
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
近
年
、
そ
う
い
っ
た
乏
し
い
イ
ギ
リ
ス
側
の
資
料
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
日
本
人
留
学
生
を
研
究
し
よ
う
と
い
っ
た
試
み
が
な
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
紀
要等において見かけるようになった。たとえば藤井泰氏の「山尾庸三とユニバーシティ・カレッジ」（『英学史研究』第二二号）や「ロ
ン
ド
ン
大
学
の
薩
摩
藩
留
学
生
覚
え
書
Ｉ
日
英
教
育
交
渉
史
研
究
」
（
「
松
山
商
大
論
集
』
第
三
八
巻
・
第
四
号
）
と
い
っ
た
一
連
の
論
文
は
、
最
近
の
力
作
ジ
の
理
学
部
の
創
設
に
力
を
つ
く
し
、
さ
ら
』
学界を代表する学者のひとりであった。
一
九
○
四
年
五
月
六
日
、
よ
わ
い
八
十
歳
で
亡
く
な
り
、
同
年
五
月
十
三
日
サ
リ
ー
州
の
「
ウ
ォ
キ
ン
グ
墓
地
」
（
現
・
「
プ
ル
ッ
ク
ウ
ッ
ド
墓
地
」
）
に
葬
ザ
。
リ
ン
グ
（皿）
られた。墓石は円形場の一一一十一区に現存し、その番号は一五一一一○一七である。
一八八七年、ウィリァムソンは約四十年間つとめ弁
ロ
ー
ド
ズ
・
ヒ
ル
街
（
ロ
ン
ド
ン
の
北
西
部
）
を
は
な
れ
る
と
、
サ
皿
ま
た
最
晩
年
ま
で
商
務
省
の
ガ
ス
主
任
検
査
官
を
つ
と
め
た
。
＊ ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
約
四
十
年
間
つ
と
め
た
カ
レ
ッ
ジ
を
退
職
し
た
。
晩
年
、
か
れ
が
興
味
を
も
っ
て
い
た
の
は
農
耕
で
あ
り
、
プ
リ
ム
ロ
ー
ン
ド
ン
の
北
西
部
）
を
は
な
れ
る
と
、
サ
リ
ー
州
ハ
イ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
に
近
い
ハ
イ
・
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
ド
に
土
地
を
求
め
、
移
り
住
ん
だ
。
(１４）９５ 
化学者ウィリアムソン
これら五名の長州人のうち、記録がいちばん少ないのは伊藤と井上である・伊藤ら五名が横浜を出帆する二日前’五月十日は擢夷
の決行曰と決められていたので、長州藩は下関を通過するアメリカ船、ついでオランダやフランスの船にも砲撃を加えた。両人は一八
六四年（元治元年）の春、英字新聞により下関における長州藩の擢夷実行のニュースを知っており、「互に国事を憂慮しつつ留学して
（別）
いた」ときであったかこり、学術の研究などに専念しておれなかったのかも知れない。
そのため１一一ヴァーシティ。カレッジで学ぶよりも家庭教師について語学を中心に学んでいたとも考えられる。ともあれ英字新聞に
長州留学生五名は、サミュェルソンの斡旋によりユーーヴァーシティ・カレッジの法文学部の聴講生となった。つぎにかれらが聴講し
（銅）
た時期、科目などについて記してみよう。
伊藤ら長州人五名がロンドンに着いたのは、’八六三年の冬であるが、その後のかれらの留学生活の実態についてはわからぬことが
多い。おそらく学習をはじめる前に、ロンドンとその周辺の見物を行なったものであろう。そして異国での生活やことばに徐々に慣れ
るにつれて、就学のことを真剣に考えたかともおもえる。
で．ある。井上
聞
多
…
…
？
山尾廠三……一
野村弥吉……一八六三年から六四年まで法文学部の聴講生となる。一八六五年一月には化学を、同年二月には地質学、鉱山学をとる・
遠藤謹助……一八六一一一年から六四年まで法文学部の聴講生となる。一八六五年一月には化学を、同年一一月には地質学、鉱山学をとる。
伊藤俊輔……’八六四年七月二十二日、分析化］
ともに離英し、帰国の途にあった。
一八六三年から六四年まで法文学部の聴講生となる。一八六四年七月、分析化学の聴講料四ヵ月分として一四ポンド一四シリング
納めた。翌六五年には分析化学、化学、土木工学（ウィリァム・ポール教授担当）などを学んだ。一八六六年秋、グラスゴーのネ
ピァ造船所の職工となり実地修業し、かたわらアンダーソン・カレッジの夜学に通う。
分析化学を受講するため二ヵ月分の月謝八ポンド八シリング支払う。が、かれはこの時期すでに井上と
9４（１５） 
イギリス留学生は、開成所（藩の洋学教一
弁
な
ど
五
名
が
加
わ
り
、
総
勢
十
九
名
と
な
っ
た
。
一行は元治二年（一八六五）一月二十日』
｜｜｜月二十二日（四・一七）、長崎のイギリス
く
し
き
の
一行は元治一一年（一八六五）一月二十日鹿児島を出発し、串木野の羽島浦にむかい、そこの商人宿で約二ヵ月も便船を待った。同年
一一一月二十二日（四・一七）、長崎のイギリス商人グラバー所有の蒸気船「オース●タライェン」号にのると、ひとまず香港にむかい、そ
長州藩のばあいは、藩の要路にある人々が密かに留学生をイギリスに送り出したのであるが、薩摩藩のばあいは、藩ぐるみの大規模
な
り
あ
き
ら
なものであった。薩摩藩は、島津斉彬の｝」ろから欧米先進諸国に留学生を派遣する｝」とを考え、五代才助や松木弘庵らの建議を入れ、
けつきよく伊藤と井上がロンドンにいたのは、わずか半年ほどであった。野村、遠藤、山尾の三人は、そのままロンドンに残って学（班）
修した。遠藤は一八六六年（慶応一一年）に帰国し、野村と山尾の一一人は、一八六九年一月一日（明治元年十一月十九日）に帰国した。
府江残り留れり」といった記事がみられる。
イギリス、フランス、アメリカに送りだすことに決した。
ときどき掲載される外国船に対する砲撃事件のニュースは、五名の日本人の心胆を寒からしめるものであった。井上や伊藤は、外国と
（妬）
成算がない戦いをはじめても、敗けることは必定である、と考一え、ひとまず帰国し、藩主や要路の士にヨーロッパの形勢を説き、嬢夷
方針をすてるよう説得するのが得策であると判断した。そこでかれらは仲間をおいて帆船に乗ると、一八六四年（元治元年）三月中旬、
ロンドンを出帆し、帰国の途につき、途中何度も便船を乗りかえ、六月十日（七・一三）横浜に帰着した。
両人は上海から「ネポール」ｚの己目一号で帰国したのであるが、『ジャパン・ヘラルド』（弓ロの］：自国①且□）紙（一八六四・七・
二一一一付）の「乗客」の欄に（亘。］四℃目の②の》とある。これは伊藤と井上のことを指すのであろう。また『日本貿易日刊新聞』（第二四五
号、西暦一千八百六十四年第八月十一一一日、我元治元甲子七月十二日、横浜開版）に、「葱に欧羅巴より先項帰国せる長州の藩士あり、
（不明）
先年長州より藩士五名を学問のため英国へ送れり、其内一一人先項便船して日本へ帰れり、外一一一名は於工作器械の科□学び人として倫敦
＊ 
開成所（藩の洋学教育機関）の学生を中心に、門閥などから十四名が選ばれ、それに学生監督、視察同行人、通
(１６）９３ 
化学者ウィリアムソン
視察におとずれた。
（Ⅳ） 
塗四つた。
ようやく借家をえた薩摩人たちは、語学教師を雇い入れて、英語のけいこをはじめた。が、一行がロンドンに着いて四、五日たった
閏五月三日（六・二五）ｌ日曜日の夕方、ジーム・グラヴァーとホ「ム（不詳）は、路上でたまたま三人の日本人と会うのである．
その三人とは、長州藩士の山尾・遠藤・野村らであった。かれらは薩摩人らに面会を申し入れ、一週間後の閏五月十日（七・二、日
曜
日
）
の
午
後
六
時
ご
ろ
訪
ね
て
き
た
．
こ
の
と
き
長
州
人
ら
は
二
昨
年
の
五
月
十
日
擬
夷
期
限
の
み
ぎ
り
、
前
々
日
’
五
月
八
日
の
夜
、
横
浜
を
密
か
に抜け出、異国船にのり当地にやってきたこと、はじめ仲間は五人であったが、うち二名が昨年帰国したことなど、夜十一時ごろまで
いる）．
借りた。
こから便船をのりつぎ、サザンプトン港に着いたのは慶応元年五月二十八日（一八六五・六・二一）のことであった。
｜行は同日の午後五時ごろ汽車でロンドンにむかい、夜八時ごろ着くと、トーマス・グラヴァーの兄ジーム・グラヴァーの出迎えを
うけ、「ケンジントン・ホテル」（後年の「ケンジントン・パレス・マンションズ」）に旅装をとき、数日旅のつかれをいやした。
やがて学生監督の新納刑部（大目付、二十四歳、石恒鋭之助の変名を用いる）と英語通弁の堀壮十郎（長崎人、高木政次の変名を用
いる）ら十九名は、ケンジントン公園の北方ベーズウォーター街にあるアパートに移り、女中を雇い入れ、六階のフロアーのすべてを
その後、薩摩人との交際はひんぱんになり、勉学の合間にいっしょに市内見物などをするまでになった。薩摩人たちは、六月三日
（七・二五、火曜日）山尾の案内で武器庫を見学におとずれ、また同月七日（七・二十九日、土曜日）には、ウィリァムソン、グレィ
ン両教授の案内をえて、ベッドフォード（イングランド中部の農業都市、ロンドンの北四十五マイル）にある〃ブリターーァ製鉄所“を
薩摩留学生は、西暦の八月下旬ごろまで、ウィリァムソンのあっせんにより各専攻科目にちかい教師宅に分宿した。
数学教授デウイス（ディヴィス？）博士宅……市来勘十郎（変名・松村淳蔵）、名越平馬（変名・三笠政之助）
化
学
教
授
グ
レ
イ
ン
博
士
宅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森
金
之
丞
（
変
名
・
沢
井
鉄
馬
）
9２（１７） 
一八六五年度の「ユニヴァ「シティ・カレッジーカレッジの会員の年次総会議蕊」には、デゥィス、グレィンら各教授の氏名は
みられない。仏語教授とは、シャルル・カサル（。ｇ『］の⑩○四ｍの巴）博士のことか。文学教授とは、英語・英文学のディヴィッド・マ
スンｅ口『己言四のの目）のことか。化学教授はウィリァムソン教授ではなく、別人とおもわれるが稚のことかわからない。
留学生十四名は、秋初旬の第一学期からユーーヴァーシティ・カレッジの法文学部に変名のまま、それぞれ専攻する学科を学びはじめ
た。慶応元年（一八六五）十二月中旬、新納・五代・堀の三人は、藩への報告のためにロンドンから帰国の途につき、翌二年（一八六
六）一一一月下旬、寺島藤助（宗則）と村橋直衛は帰国し、その後も故国の情勢が緊迫してきたことや学資不足などにより、帰国する者が
相ついだ。
注（１）井上馨侯伝記編纂会『世外井上公伝第一巻』（内外書籍株式会社、昭和八年十一月）、九七頁。
（２）春畝公追頌会『伊藤博文伝上巻』（春畝公追頌会、昭和十五年十月）、二二頁。
これは一七六八年から一七七四年にかけて作られた広場。一八三六年、「ロンドン。アンド・ブラックウォール鉄道」が広場を浸食した。
九四一年のロンドン空襲により、古い家屋はもうみられない（旦扇旧・員。苫卑冨冒＆鳥貝員』旨・菖冒賞】・忠）。
（３）上田贋『井上勝伝』（非売品、井上勝銅像を再建する会）、一一九頁。
（４）同右。
クーパー氏宅………………………………………村橋直衛（変名・橋直輔）
仏語教授宅…・…………………………・………・…東郷愛之進（変名・岩屋虎之助）、町田民部（変名・上野良太郎）
文学教授宅・・…………………………・……………畠山丈之助（変名・杉浦弘蔵）、吉田巳二（変名・永井五百助）
（配）
化学教授宅……………：。…………………………鮫島誠蔵（変名・野田仲平）、町田清蔵（変名・清水兼次郎）
(18）９１ 
化学者ウィリアムゾン
。〔の国のｐｏＰＳ『《急ぐ。－．巴・Ｚ。
（岨）同右、一二一一一頁～一二四頁。
（
卯
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
伝
記
に
。
グー、’￣、’-，グー、グー、’■、〆ﾛ、〆■、〆■、〆、グー、グー、〆自、’－，
１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６５ 
凶＝二.二、､ンミーノ、-ｸﾞ、－'、－'、-〆、－'ミン、.’、.’、.'、､ソ
明治二十年（’八八二）八月、『東洋学芸雑誌』（第七十一号）は、エーテル化とエーテルの構造の研究で有名な化学者アレキサンダー・ウィ
リアム・ウィリアムソン（一八二四～一九○四）が、ユーーヴァーシティ・カレッジの教授職を辞した、といった短い記事をかかげた。
］・爵日の伜三・四・国８骨軍・冒の欝吻⑩員ＣｏＣｇｑｍ蔦凰ロペ）ミロミロロ国菖員菖匡＆』§§烏『一『菖冒ご皀喜冒冒⑫§（』由隠ｊごＥ）・レロ目］⑩
注（１）の九二頁。
注（１）の九四頁。
注（１）の九五頁。
注（３）の二六頁。
注（１）の八一頁。
注（２）の九四頁’
注（６）におなじ。
注（２）の九五頁。
注（１）の九六頁。
注（２）の八九頁’
注（１）の一○五香
注（１）の九○頁。
ご肩ｇ昏○□鳶§昼ご『邑勇句己員巳ご■巴・島の。①陣○Ｐ国・口、【。ご醜〕由貫一一一一頁。
ウィリアムソンの伝記については、注（岨）によった。また同人についての日本における最も古い紹介記事は、つぎのようなものである。
す
な
わ
ロ
ン
ド
ン
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
－
－
－
Ｉ
○ウィルリアムソン氏有名なる化学者ウィルリアムソン氏は千八百四十八年以来即ち一一一十九年の久しき其間だ倫敦ユーーベルシイ、ゴレー
の八九頁～九○頁。
の一○五頁。
の九四頁～九五頁。
ご『《急ぐ。一・四］・Ｚ○・国皀患ｌ］豊．
9０（19） 
’￣、’■、／■、′￣、
２５２２４２３２２ 
ﾐーン出一’、－’、＝〆
こ
の
あ
と
の
記
事
は
、
か
れ
の
後
任
に
ブ
リ
ス
ト
ル
大
学
の
化
学
教
授
Ｗ
・
ラ
ム
ゼ
ー
が
選
ば
れ
た
旨
を
伝
え
て
い
る
。
（皿）サリー州ウォキングにある「ブルックゥッド墓地」（国『○・六弓・ｏＱｏのョの芹のｑ）の監理事務所が所蔵する、田冒冒』宛８時一ｓ．《宛の晒宮の『。［
ロロュロー⑪旨昌のＰＣ且自国のＯ８ｂ呂印ｍ８ｏ丙言ｏｏＱｏの日の（の『『．などを参照した。
なお同墓地は、広さが二千エーカーもあるヨーロッパ最大のもの。ヴィクトリア時代、ロンドンのウニストミンスター橋駅より、毎日遺体を
なお同墓地は、｛
はこぶ列車が出た。
○一一『の○百の。匡四且》国忍日萱②向曽８§愚、＆喜量阿嘗」§＆員昆＆‐自民三四・目一一四ＰＦＣ目。Ｐ］①＄・’三八頁。
藤
井
泰
「
山
尾
庸
三
と
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
（
『
英
学
史
研
究
』
第
二
二
号
）
を
参
照
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
注（１）の一○○頁。
注（、
同右。
あ
ま
ね
既に一二十四五年前に於て氏は実験と理論とを以て化学思想の変遷を促したるは人の普く知る所なり又「エーテル」成生の際発するところの変化
け
ん
し
ょ
う
を詳にし其の理を推究して原子は不断運動して止まず其運動よりして諸般の化学顕象を呈するとの説を公一一一回したり
じ
こ
つ
い
趣
ら
ぴ
此説の確実なるを爾来化学丼に物理学の進歩するに従ひ益々明白となり今ロ］に在りては化学上最も緊要なる原則と是認さるこに至れり化学的力
学
は
実
に
此
原
則
に
基
く
も
の
に
し
て
余
箪
は
今
後
原
子
運
動
の
性
質
を
詳
に
す
る
を
以
て
化
学
者
の
任
と
な
す
べ
き
も
の
と
信
ず
る
な
り
い
つ
し
ゃ
く
ひ
と
た
い
え
ど
ウィルリァムソン氏は能弁と言ふにはあらざれ共氏の一言一勺能く心中に徹し一度び氏の講義を傍聴すれば初学の輩と錐ＪＤ善く化学の理に通ず
た
ら
皮
ち
るを得ると一一一□ふ又教を授るに当り氏の親切なる学生をして忽ち敬愛の情を起さしむ
士
允
や
む
此名教授を失ひたるはユルベルシチ、コレーーヂの為に実に憎むべきことなれ共又止を得ざる次第なり氏は千八百一一十四年五月一日に生れ今年は
壮
剣
齢六十一一一歳なり余輩は氏の尚理学社会の為に力を尽されんことを望み併せて氏の万歳を祈るものなり
け
だ
し
る
蓋
し
現
今
氏
の
右
に
出
る
も
の
な
き
は
余
輩
の
信
ん
昨
し
て
疑
わ
ざ
る
所
な
り
ヂ
に
於
て
化
学
教
授
の
職
を
奉
じ
居
た
り
し
が
今
度
其
職
を
辞
さ
れ
た
ろ
由
Ｉ
１
 
余
寵
は
此
新
報
に
接
す
る
や
悲
嘆
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
り
抑
も
氏
は
未
だ
職
を
ユ
ニ
ベ
ル
シ
チ
、
コ
レ
ー
ヂ
に
奉
ぜ
ざ
る
以
前
独
乙
国
に
留
学
な
し
有
名
な
る
リ
ー
ピ
ッ
ヒ氏に就きて化学の漣奥を究め側ら純正数学の高尚なる部と高等物理学を修めて其思想を数学に富ませたれば化学の原理に関して洞察力の英敏な
(20）８９ 
化学者ウィリアムソン
（”）国園山義成洋行日記」（写本、鹿児島県立図書館蔵）
（班）犬塚孝明『薩摩藩英国留学生』（中央公論社、昭和四十九年十月）、二八頁～二九頁を参照・
（
”
）
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一
劃
…
這
・
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鰯
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『
琴
。
量
…
園
：
：
菖
鴛
尋
…
農
園面。『量＆司騨凶由国斬．宛のロ。ユ。｛。○ロロ。］］四目』同】ｐｍｐｏ旨一の冒芹の『ロのロ蕨・伊。ごＱＣ員宅国口（の。ご『曰四『］。『、ロロロ『四口。〕印暫幻のロ伊一○コ○○色『（》句一⑩鼻
】②①、。
（聡）注（１）の一○三頁。
山唖冒旦
の汁爲の①戸
8８（21） 
左におなじ。〔筆者撮影〕サリー州の「プルックウッド墓地」のＰ１ｏｔ３１
にあるＡ・Ｗ・ウィリアムゾン教授の基
〔筆者搬影〕
灘こま回し・松井菊次郎の埋稗地〈慶応４．３．１１－１８８Ｂ・４．３、ロンドンで死去）「103号」から「109号」の垣陣地のどこかに稗むられた゜墓は現存しない。へ，
(22）８７ 
